
◆概要 被災地の発展的復興に対して、研究ｼｰｽﾞや技術ｼｰｽﾞとﾆｰｽﾞのﾏｯﾁﾝｸﾞを行い、ｿﾘｭｰｼｮﾝを提案、実行に移すための会議の第1回

第1回 異分野の企業、団体等の連携による災害復興ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ会議ｷｯｸｵﾌ1
平成23年4月25日開催 参加者45名

●ｼﾞｪｲｱｰﾙ東日本ｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ（株）から小水力発電装置が提案されました ●（株）アンラボからPCｾｷｭﾘﾃｨ製品が提案されました ●ﾃﾗﾓｰﾀｰｽﾞ（株）から電動が提案されました

●ﾒﾃﾞｨｱｻｲﾄ（株）から映像の収録やｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞで利用可能な
ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑが提案されました

●ﾌｭｰﾁｬｰｸﾞﾛｰ（株）からﾄﾞｰﾑﾊｳｽが
提案されました

●NPO法人N・S・Cから、移動可能で30年利用可能

な仮設住宅が提案されました

●（株）ｱﾄﾞ・ｴﾝｼﾞﾆｱｰｽﾞ・ｵﾌﾞ・ﾄｰｷｮｰから
機能しない公共施設のｻｲﾝのｲﾝﾌﾗ整備が
提案されました

その他の提案
●株式会社ﾚｲﾍｲｾﾞﾏｰｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ『低温磁気分解炉』 ●東日観光株式会社『震災ﾓﾆｭﾒﾝﾄ』
●株式会社ｼﾞｭﾋﾟﾀｰﾃﾚｺﾑ『無線・有線・放送のｲﾝﾌﾗ技術、ﾁｬﾝﾈﾙ番組』 ●NPO法人国際支援交流協会『雇用問題等を含めた、

支援する側・される側共に幸福となれるような活動』 ●株式会社NTTﾌｧｼﾘﾃｨｰｽﾞ『ｽﾏｰﾄｸﾞﾘｯﾄﾞ・ｽﾏｰﾄｼﾃｨ』『EV充電ｽﾀﾝﾄﾞ』
『六次産業等の遠隔ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ』『ﾏｲｸﾛｸﾞﾘｯﾄﾞ』および、その他電力関係のｼｽﾃﾑｲﾝﾃｸﾞﾚｰ ﾄ●NR JAPAN株式会社『新しい原子ﾓﾃﾞﾙ』
『日本再生ﾋﾞｼﾞｮﾝ』

聴講者
DOWAｴｺｼｽﾃﾑ株式会社、株式会社FMS綜合研究所、NR JAPAN株式会社、株式会社ｱﾄﾘｴ・天工人、株式会社ｱﾄﾘｴｲｰｾﾞﾛｻﾝ、岩手県、
株式会社ｲﾝﾎﾞｲｽ、 株式会社NTTﾌｧｼﾘﾃｨｰｽﾞ、株式会社ｵﾙﾀﾅ、慶応大学、ｼﾞｪｲｱｰﾙ東日本ｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ、首都大学東京、
石膏再生協同組合、株式会社宣伝倶楽部、中小企業・地域ｼｪｱﾄﾞｻｰﾋﾞｽ株式会社、筑波都市整備株式会社、凸版印刷株式会社、
一般社団法人日本安全促進協会、日本ﾃﾚﾈｯﾄ株式会社、一般社団法人ﾆｭｰﾒﾃﾞｨｱ開発協会、NEXCO東日本、
日立電線ﾈｯﾄﾜｰｸｽ株式会社、株式会社ﾌｼﾞﾔ、ﾎﾟｼﾞｼｮﾝ株式会社、みずほ情報総研株式会社、ﾒﾃﾞｨｱｻｲﾄ株式会社 敬称略



◆概要 被災地の発展的復興に対して、研究ｼｰｽﾞや技術ｼｰｽﾞとﾆｰｽﾞのﾏｯﾁﾝｸﾞを行い、ｿﾘｭｰｼｮﾝを提案、実行に移すための会議の第2回

第2回 異分野の企業、団体等の連携による災害復興ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ会議ｷｯｸｵﾌ2
平成23年5月10日開催 参加者39名

●大日本ｽｸﾘｰﾝ製造（株）から洗浄装置、ｽｷｬﾅｰ、
瓦専用ｲﾝｸｼﾞｪｯﾄが提案されました

●ｷﾞｬﾝﾌﾞﾘﾝｸﾞ＊ｹﾞｰﾐﾝｸﾞ学会から日本へのIR誘致が

提案されました
●（株）電通国際情報ｻｰﾋﾞｽからSPIGITを

利用したｺﾐｭﾆﾃｨｻｲﾄが提案されました

●NEXCO東日本から東北自動車道ﾊﾟｰｷﾝｸﾞｴﾘｱの活用が提案されました
●ﾎﾟｼﾞｼｮﾝ（株）からGPSｴﾝｼﾞﾝﾓｼﾞｭｰﾙを利用した

放射線の測定装置が提案されました

その他の提案
●ｼﾞｪｲｱｰﾙ東日本ｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ（株）『緑化技術』『低温磁気分解炉』 ●NPO法人N・C・S『移動可能で30年暮らせる仮設住宅』 ●株式会社雅『ﾌｧﾝﾄﾞ形成』『ﾘｽｸﾍｯｼﾞ』
●（社）中央政策研究所『物資支援等3つの復興活動』 ●（株）ﾚｲﾍｲｾﾞﾏｰｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ『低温磁気分解炉』『韓国製ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ発電機、住宅』『北海道長万部の活用』
●ﾌｭｰﾁｬｰ・ｸﾞﾛｰ（株）『ﾄﾞｰﾑﾊｳｽ』 ●WIN WIN JAPAN『Candle Fund財団法人設立で北海道えりも町移住計画』 ●（株）ｳｴﾙｳｴｽﾄ『食における現地と受け入れ先の

ﾏｯﾁﾝｸﾞ』 ●（財）都市農山漁村交流活性化機構『都市と農村漁村をﾜﾝｽﾄｯﾌﾟで結ぶ機能として都内販売、直販ｻﾐｯﾄ』 ●日本工業新聞社『未来塾』『ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ』
『LED促進』『街づくり』『途上国の為の展示会』 ●（株）B.b.design『避難者と病院間の映像伝送ｼｽﾃﾑ技術』 ●大和ﾊｳｽ工業（株）『ｺﾐｭﾆﾃｨ形成における支援』

●（株）ｲﾝﾎﾞｲｽｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ『ｾｷｭﾘﾃｨｼｽﾃﾑ』『高速道路情報ｼｽﾃﾑ』 ●日本安全促進協会『ﾏﾙﾁｳｪｱに対するﾈｯﾄﾜｰｸｾｷｭﾘﾃｨ技術』 ●東日観光（株）『ｿﾌﾄ面での支援及び
企業活動と旅行業全体の結びつけ』 ●CCC21協議会『ﾜﾝｾｸﾞの活用』

聴講者
有限会社Y&Y、NTTｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝﾄ企画開発株式会社、健康・教育・ｽﾎﾟｰﾂ総合政策研究会、光昭株式会社、NPO法人国連支援交流協会、東日観光株式会社、株式会社都市研究、
株式会社ﾊﾞｲｵ・ﾙﾈｻﾝｽ、株式会社不動産鑑定ﾌﾞﾚｲﾝｽﾞ株式会社、和島商業都市研究所 敬称略



第3回 異分野の企業、団体等の連携による災害復興ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ会議
平成23年5月18日開催 参加者49名

その他の提案
●（株）ﾎｰﾑﾗﾝｼｽﾃﾑｽﾞ『横との連携を図りながら食材等供給の良い体制作りの提言』 ●（株）ｸﾞﾛｰｶﾙﾌｰｽﾞ『研究機関が開発した根拠あるﾒﾆｭｰのﾃﾞｷﾀﾙ化とｲﾝﾀｰﾈｯﾄ配信』
●ﾒﾃﾞｨｱｻｲﾄ（株）『様々な意見、事実を記憶する知の集積の場としてのﾎﾟｰﾀﾙｻｲﾄの作成を支持』 ●（株）電通国際情報ｻｰﾋﾞｽ『SPIGIT』 ●（株）ﾒﾀﾎﾞｽｸﾘ-ﾝ『被災地

近郊の商品の放射線汚染を検査し、ｼｰﾙで検証するﾋﾞｼﾞﾈｽ』 ●株式会社ｴﾌｴﾑｴｽ綜合研究所『被災地の食産業の振興活性化』 ●株式会社博報堂『復興の為の国際博覧
会を広域に長期間開催すること』 ●株式会社大広『9月に開催予定の中小企業を支援する復興ﾌｪｱへの協力依頼』 ●ｱﾄﾘｴｲｰｾﾞﾛｻﾝ『移動可能で30年暮らせる『仮設住
宅』の提案と被災地ﾈｯﾄﾜｰｸ構築を提言』 ●NEXCO東日本『堆肥化・ﾁｯﾌﾟ化した高速道路脇の草木を利用した『ﾊﾞｲｵﾏｽ実証実験』を紹介』 ●ｼﾞｪｲｱｰﾙ東日本ｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ

『流水式小水力発電装置』 ●大阪ｶﾞｽ株式会社『ｶﾞｽのｽﾁｰﾑｺﾝﾍﾞｸｼｮﾝｼｽﾃﾑ開発』●財団法人都市農山漁村交流活性化機構『被災地方品販売による直接支援活動の紹介』

◆概要 被災地の発展的復興に対して、研究ｼｰｽﾞや技術ｼｰｽﾞとﾆｰｽﾞのﾏｯﾁﾝｸﾞを行い、ｿﾘｭｰｼｮﾝを提案、実行に移すための会議の第2回

●福島工業（株）から『節電提案』『食材冷蔵庫支援』
『放射能を除去する浄水器』『ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾚｼﾋﾟ』が提案
されました

●（株）ぐるなびから『ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ・満足度支援』
『自治体の食に関する施策・ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ支援』が
提案されました

●大阪ｶﾞｽ（株）から『ｶﾞｽのｽﾁｰﾑｺﾝﾍﾞｸｼｮﾝ
ｼｽﾃﾑ開発』が提案されました

●EV安全協会から『被災した車をEV化する研究』

『ｿｰﾗｰｼｽﾃﾑを利用した充電・蓄電技術』『緊急
地震速報ｼｽﾃﾑ』が提案されました

●（財）関西情報・産業活性化ｾﾝﾀｰから『関西でも同趣旨の
復興支援会議』を開催しているという報告がありました

聴講者
株式会社DBC、株式会社青山ｷｬﾋﾟﾀﾙﾊﾟｰﾄﾅｰｽﾞ、株式会社ｱﾄﾞ・ｴﾝｼﾞﾆｱｰｽﾞ・ｵﾌﾞ・ﾄｰｷｮｰ、株式会社ｲﾝﾎﾞｲｽ、株式会社ｳｴﾙｳｴｽﾄ、株式会社ｵﾙﾀﾅ、株式会社ｽﾏｰﾄｳｨﾙ、大和ﾊｳｽ工
業株式会社、株式会社丹青社、東日観光株式会社、日本工業新聞社、日本ﾊﾟﾅﾕｰｽﾞ株式会社、株式会社日本農業新聞、一般財団法人ﾆｭｰﾒﾃﾞｨｱ開発協会、日立電線株式会社、
富士ｿﾌﾄ株式会社、株式会社不動産鑑定ﾌﾞﾚｲﾝｽﾞ、ﾌｭｰﾁｬｰ・ｸﾞﾛｰ株式会社、ﾎﾟｼﾞｼｮﾝ株式会社、三菱UFJﾘｻｰﾁ&ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ、株式会社雅、ﾙﾋﾞｺﾝ・ｸﾛｽ有限会社、株式会社ﾚｲﾍｲ
ｾﾞﾏｰｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ 敬称略

●（株）大広から、震災復興支援ﾌｪｱが
提案されました



震災復旧・復興・支援関連情報の一元化とﾎﾟｰﾀﾙｻｲﾄ開設（ICT復興支援部会）
平成23年5月24日開催 参加者20名

◆概要
復興支援異分野連携プロジェクト会議の分科会「ＩＣＴ（イノベーション）復興支援部会」の中のポータルサイトプロジェクト会議として開催。被災地のニーズをしっか
りと支援できるＳＮＳとしてＳＰＩＧＩＴの提案、サイトの盛り上げのためのソーシャルメディアやブロガーの活用、他のニッチな復興支援サイトとの連動（建築関連復
興サイト）、大学などの多くの研究発表の一元化、英語対応などが話題となる。今後の課題としては、コンテンツばかりでなく、初期構築費用、運営費用、運営部隊等の
検討がある。これらは次回以降、更に深く絞ったテーマごとの会議を行う予定。またポータルサイトとしては、「復興」ばかりでなく「復旧」面にも対応しうるサイトと
して検討

その他の提案
●株式会社ﾗｲﾄｱｯﾌﾟ『twitterやFacebook、ﾌﾞﾛｶﾞｰ等のｿｰｼｬﾙﾒﾃﾞｨｱを活用した集客支援』 ●株式会社博報堂DYｲﾝﾀｰｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ『WEB・ｲﾝﾀﾗｸﾃｨﾌﾞを軸をしたﾋﾞｼﾞﾈｽﾏｯﾁﾝｸﾞ

を考える』

●（株）電通国際情報ｻｰﾋﾞｽからSPIGITを
利用したｺﾐｭﾆﾃｨｻｲﾄが提案されました

聴講者
ﾗｲﾌｱﾝﾄﾞｼｪﾙﾀｰ社（建築事務所）、富士ｿﾌﾄ、一般財団法人ﾆｭｰﾒﾃﾞｨｱ、ｺｸﾖﾌｧﾆﾁｬｰ株式会社、株式会社ﾌﾘｯｸｽﾀｼﾞｵ（出版）、株式会社雅、株式会社大広、株式会社ｱﾄﾞ・ｴﾝｼﾞ
ﾆｱｰｽﾞ・ﾄｰｷｮｰ、ｱﾄﾘｴ・天工人

敬称略

●ﾒﾃﾞｨｱｻｲﾄ（株）から『多くの参加者を募り、情報収集・情報交換が出来るｻｲﾄの構築』
『動画+ﾃﾞｰﾀを高品質な形で提供できるﾂｰﾙやﾒﾀﾃﾞｰﾀ検索方式の検討』が提案されました



停電・節電ｿﾘｭｰｼｮﾝ開発研究会 計画停電に対応する節電ｿﾘｭｰｼｮﾝ、節電ﾋﾞｼﾞﾈｽの研究①
平成23年5月24日開催 参加者6名

◆概要
今夏に予定されている計画停電や15％節電に対して、研究シーズや技術シーズとニーズのマッチングを行い、ソリューションを提案、実行に移すための研究会の第1回。
保冷剤を用いた節電ソリューションをテーマに開催。冷凍冷蔵設備を有する業界からの特需が起きている保冷剤を、「冷やす」という視点ではなく「温度上昇を遅らせる」
「人が快適と感じる温度を一定時間保つ」など様々な視点からコラボレーション可能な業界・業種があるかどうかを意見交換

聴講者
株式会社ｾｯﾄｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ、株式会社you2

●山梨大学鳥山助教授から『店舗、ﾚｽﾄﾗﾝ等業務用
冷蔵庫節電ｿﾘｭｰｼｮﾝの創出』が提案されました

●（株）ﾗｯｸｽﾄﾝから『保冷剤を用いた節電ｿﾘｭｰｼｮﾝ』
が提案されました

敬称略



聴講者
ｳｨｱｰ・ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ株式会社、株式会社三社電機製作所、兵庫県立大学、株式会社近畿大阪銀行、株式会社ﾌｼﾞﾔ、住友商事株式会社、ｼｯﾌﾟﾍﾙｽｹｱﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ株式会社、
大阪ｶﾞｽ株式会社、福島県大阪事務所、住友商事ﾏｼﾈｯｸｽ株式会社、岩手県、ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾊﾘｳｯﾄﾞ大学院、株式会社ｱﾙｶ、ｽｷﾙｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝｽﾞ株式会社、株式会社ｼﾞｭﾋﾟﾀｰﾃﾚｺﾑ、
大日本ｽｸﾘｰﾝ製造株式会社、大阪市、小浜工業株式会社、Venture Business Support Office、宮城県、一般財団法人ﾆｭｰﾒﾃﾞｨｱ開発協会、株式会社ｱｲｼｽﾃﾑｽﾞ、ﾒﾃﾞｨｱｻｲﾄ株式
会社、ｸﾞﾘｰﾝﾎｽﾋﾟﾀﾙｻﾌﾟﾗｲ株式会社、大阪市立大学、不二電気工事株式会社、株式会社構造計画研究所、濱田ﾌﾟﾚｽ工藝株式会社、株式会社ｲﾝﾎﾞｲｽ

その他の提案
●（株）ｸﾞﾛｰｶﾙﾌｰﾄﾞ『調理支援ｼｽﾃﾑ G-ｸｯｷﾝｸﾞｼｽﾃﾑ』 ●（株）電通国際情報ｻｰﾋﾞｽ『SPIGIT』 ● ｳｴｽﾄﾕﾆﾃｨｽ（株）『被災地に放射能測定器ｳｪｱﾗﾌﾞﾙ・ｶﾞｲｶﾞｰｶｳﾝﾀｰを配布

する為の資金調達』 ●（株）島津ﾋﾞｼﾞﾈｽｼｽﾃﾑｽﾞ『気象情報・防災情報提供事業』

関西発・災害復興ICTｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝﾐｰﾃｨﾝｸﾞ 第1回
平成23年5月25日開催 参加者54名

◆概要 関西発、被災地の発展的復興に対して、研究ｼｰｽﾞや技術ｼｰｽﾞとﾆｰｽﾞのﾏｯﾁﾝｸﾞを行い、ｿﾘｭｰｼｮﾝを提案、実行に移すための会議の第1回

●凸版印刷（株）から『情報支援ｼｽﾃﾑ』が提言
されました

●（特）ｽﾏｰﾄﾊﾞﾘｭｰから『連絡ﾈｯﾄﾜｰｸｼｽﾃﾑ』が
提案されました

●（一社）日本通信安全促進協会から『ﾏﾙﾁｳｪｱ
ｾｷｭﾘﾃｨｼｽﾃﾑ』が提案されました

敬称略



地域食材価値創造研究会被災地域農畜水産物、加工食品等の価値創造
～集荷集配と購入支援、農商工及び医食農連携、6次産業化を目指して～（第1回の復興支援部会）

平成23年5月27日開催 参加者16名

◆概要
復興支援異分野連携ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ会議の中の「食」をﾃｰﾏとした研究部会。被災地域の農業や畜産、水産業の復興を産学官連携、異業種連携などによる新連携、農商工連携を
はかり、これまでになかった新産業、新たなｿﾘｭｰｼｮﾝなどを検討

参加者
ECO CAFE KUNIYOSHI、株式会社ｱﾄﾞ・ｴﾝｼﾞﾆｱｰｽﾞ・ｵﾌﾞ・ﾄｰｷｮｰ、株式会社ｳｴﾙｳｴｽﾄ、清水建設株式会社、特定非営利活動法人青果物健康推進協会、社団法人日本広告制作協会、
ﾎﾟｼﾞｼｮﾝ株式会社、株式会社雅、八基通商株式会社、株式会社共同通信社、NEXCO東日本

●清水建設（株）から『植物工場の生産でも
付加価値の重要性』が提言されました

●（特）青果物健康推進協会から『ベジフルテ
ィーチャーを通し全国に食育、健康促進活動』
が提案されました

敬称略

●弊社廣常から『商農工連携による新しいｿﾘｭｰｼｮﾝ
の創出』が提案されました



第1回 花と緑の街づくりによる復興構想会議
「ｸﾞﾘｰﾝ産業ｿﾘｭｰｼｮﾝ&国際復興花博構想」 平成23年5月30日開催 参加者6名

◆概要
復興支援のための異分野連携プロジェクトから発生した分科会として1回目の開催。現在、被災地域の街の復旧計画が進んでいる中、道路や橋、仮設住宅などの計画に
「花や緑」の計画は緊急を要さないために取り残されている。復旧計画に並行して、環境豊かな発展的復興のための街づくりや産業創出を花と緑をテーマに検討する
会議を開催。

●弊社廣常から『国際博覧会構想案』が提案されました

参加者
株式会社NTTﾌｧｼﾘﾃｨｰｽﾞ、ひたち公園管理ｾﾝﾀｰ、ﾌｭｰﾁｬｰ・ｸﾞﾛｰ株式会社、株式会社ﾏｯｼｭ

敬称略



第4回 異分野の企業、団体等の連携による災害復興ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ会議
平成23年6月6日開催 参加者15名

◆概要 被災地の発展的復興に対して、研究ｼｰｽﾞや技術ｼｰｽﾞとﾆｰｽﾞのﾏｯﾁﾝｸﾞを行い、ｿﾘｭｰｼｮﾝを提案、実行に移すための会議の第4回。
今回の話し合いの特徴としては、どの話し合いも海外へ目を向けたものであったことである。海外において支援を行いたくても、何を支援してよいかわからないの
が現状である。一方で、国際競争力が低下している現在、日本からもグローバルを意識した復興が必要であり、その事は被災者の心の支えやモチベーションへもつ
ながる。海外へ発信するという意味でポータルサイトにおいて復興支援異分野連携プロジェクトの活動を可視化することは重要である。

参加者
NPO法人国連支援交流協会、株式会社ｼﾞｭﾋﾟﾀｰﾃﾚｺﾑ、日清医療食品株式会社、一般財団法人ﾆｭｰﾒﾃﾞｨｱ開発協会、NEXCO東日本、有限会社ﾋﾞｭｰﾃｨｰﾆｰｽﾞ、
株式会社ﾌｼﾞﾔ、ﾎﾟｼﾞｼｮﾝ株式会社、株式会社ﾛﾝｸﾞ・ﾊﾟｰﾄﾅｰｽﾞ

●（株）博報堂からカジノ誘致に関する提案がありました

その他の提案
●大日本印刷（株）『日本の子供達の未来のために出来ることとして、子供たちの作品を海外に発信していく』『被災地の情報を海外へ映像配信して
いくことによって、文化、国民性を知る機会をつくる』

敬称略

●弊社廣常から『食とﾍﾙｽｻｰﾋﾞｽのﾋﾞｼﾞﾈｽﾃﾝｶｲ』に関する
提案がありました



地域食材価値創造研究会被災地域農畜水産物、加工食品等の価値創造（第2回食の復興支援部会）

平成23年6月6日開催 参加者19名

◆概要 復興支援異分野連携プロジェクト会議の中の「食」をテーマとした研究部会。被災地域の農業や畜産、水産業の復興を産学官連携、異業種連携などによる新連携、
農商工連携をはかり、これまでになかった新産業、新たなソリューションなどを検討。今回の分科会では、地域共同セントラルキッチンを主なテーマとして話し合った。

参加者
株式会社FMS綜合研究所、株式会社朝日新聞社、株式会社ｱﾄﾞ・ｴﾝｼﾞﾆｱｰｽﾞ・ｵﾌﾞ・ﾄｰｷｮｰ、株式会社ｳｴﾙｳｴｽﾄ、ｵﾘｯｸｽ株式会社、株式会社ｸﾞﾛｰｶﾙﾌｰﾄﾞ、株式会社ｾﾌﾞﾝ・
ｲﾚﾌﾞﾝ・ｼﾞｬﾊﾟﾝ、一般社団法人ｿｰｼｬﾙ・ｻｲｴﾝｽ・ﾗﾎﾞ、株式会社日本農業新聞、株式会社博報堂、福島工業株式会社、株式会社ｴｲﾚｰ、ﾐﾏｷ電子部品株式会社、株式会社雅、
有限会社ﾋﾞｭｰﾃｨｰﾆｰｽﾞ

◆ディスカッションでの提案
●配給数量が全量確保できたときのみにしか食材を流通させないため、給食施設はあっても、実際に食材がない ●既存ｾﾝﾄﾗﾙｷｯﾁﾝを活用し、ﾈｯﾄﾜｰｸ化することも可能
●ｾﾝﾄﾗﾗﾙｷｯﾁﾝを必要としているか、現場のﾆｰｽﾞを把握することが大切 ●ｾﾝﾄﾗﾙｷｯﾁﾝは衛生管理が大切 ●地元に対して、ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを通してどのような支援ができるかを
提案することが必要 ●長野県飯田市が行っているおひさまﾌｧﾝﾄﾞなどが参考になる ●外部ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞﾘｰを持つことにより、衛星管理等効率的なｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝを行うことが
出来るようになる

敬称略



関西発・災害復興ICTｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝﾐｰﾃｨﾝｸﾞ 第2回
平成23年5月24日開催 参加者 名

聴講者
ﾕｱｻM&Bk部式会社、脳科学香料（株）、NECｼｽﾃﾑﾃｸﾉﾛｼﾞｰ（株）、大和ﾊｳｽ工業（株）、ｳﾞｧｲﾀﾙ・ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝ（株）、和歌山県、関西電力

その他の提案
●ｳｨｱｰ・ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ（株）『健康預かり相談室』 ●大日本ｽｸﾘｰﾝ製造（株)『洗浄装置』 ●dybinc超光合成変換研究所『最適化された風力発電』 ●ｽｷﾙｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝｽﾞ（株）
『医療・介護向けeﾗｰﾆﾝｸﾞ』 『がん登録と地域医療ﾈｯﾄﾜｰｸ構築』

●ｲﾝﾀｰﾅｯﾌﾟ・ｼﾞｬﾊﾟﾝ（株）から『高品質のｲﾝﾀｰﾈｯﾄ
接続ｻｰﾋﾞｽ』が提言されました

●（特）NTTﾄﾞｺﾓから『防災ｿﾘｭｰｼｮﾝ』が提案され

ました

●神鋼ﾘｻｰﾁから『Twitter活用情報提供ｻｰﾋﾞｽ』が

提案されました

敬称略

◆概要 関西発、開催する、被災地の発展的復興に対して、研究ｼｰｽﾞや技術ｼｰｽﾞとﾆｰｽﾞのﾏｯﾁﾝｸﾞを行い、ｿﾘｭｰｼｮﾝを提案、実行に移すための会議の第2回



停電・節電ｿﾘｭｰｼｮﾝ開発研究会 計画停電、15%節電に対応する課題解決（ｿﾘｭｰｼｮﾝ）

と対応ﾋﾞｼﾞﾈｽの研究② 平成23年6月8日開催 参加者13名

◆概要 節電技術や製品の確立、節電のビジネスモデル開発などのイノベーションと節電を実施する企業などの対策研究を実施する研究会の第1回

参加者
株式会社you2、株式会社ｴｲﾜｯﾄ、NTTｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝﾄ企画開発株式会社、川澄化学工業株式会社、日立ﾌｧｼﾘﾃｨ・ｿﾘｭｰｼｮﾝ、株式会社、東電池株式会社、
株式会社ﾚｲﾍｲｾﾞﾏｰｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ

●（株）ﾌｧｰｽﾄｴｽｺからトータル的な節電対策が
提案されました

●（株）洲和からLEDによる節電対策が提案されました

敬称略



医療健康福祉分野のｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝにおける震災復旧・復興支援ｿﾘｭｰｼｮﾝ（医療健康福祉部会）
平成23年6月10日開催 参加者21名

◆概要 被災地域の医療体制や住民の健康管理などを今後の地域モデルとして、震災前の医療健康に係わる課題をも解決をする復興策を検討する部会の第1回

●ｽｷﾙｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝｽﾞ（株）から『医療・介護向けeﾗｰﾆﾝｸﾞ』
『がん登録と地域医療ﾈｯﾄﾜｰｸ構築』が提案されました

●日本笑いﾖｶﾞ協会から『笑いﾖｶﾞ』による被災地の健康維持・
向上が提案されました

聴講者
株式会社ｾﾌﾞﾝ・ｲﾚﾌﾞﾝ・ｼﾞｬﾊﾟﾝ、一般社団法人全国社会保険協会連合会、株式会社東芝、株式会社eﾍﾙｽｹｱ、株式会社ｱｰﾄﾗﾝﾄﾞ、首都大学東京産業技術大学院大学、大和ﾊｳｽ
工業株式会社、東日観光株式会社、東洋医学研究所、日清医療食品株式会社、株式会社ﾈｯﾄｸﾘｴｲﾄ、富士ｿﾌﾄ株式会社、ﾎﾟｼﾞｼｮﾝ株式会社、株式会社雅、株式会社ﾒﾃﾞｨｶ
ﾙﾄﾘﾋﾞｭｰﾝ

敬称略

●（株）ﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄから『生命保険業による被災者・
被災地への便宜』が提案されました

●日本笑いﾖｶﾞ協会から『笑いﾖｶﾞ』による被災地の健康維持・
向上が提案されました



停電・節電ｿﾘｭｰｼｮﾝ開発研究会 大型設備施設を要せず7月から可能な計画停電・15%削減に

に対応する課題解決策（ｿﾘｭｰｼｮﾝ）と対応製品・対応ﾋﾞｼﾞﾈｽの研究③「省エネロボ」
平成23年6月13日開催 参加者18名

◆概要 今夏に予定されている計画停電や15％節電に対して、研究シーズや技術シーズとニーズのマッチングを行い、ソリューションを提案、実行に移すための研究会の第3回
講師：日立電線株式会社 産業ｲﾝﾌﾗ事業本部 電力ｴﾈﾙｷﾞｰ事業部 主管技師 田代宗二氏

参加者
有限会社PIP、株式会社you2、NTTｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝﾄ企画開発株式会社、ｷﾞｬﾝﾌﾞﾘﾝｸﾞ*ｹﾞｰﾐﾝｸﾞ学会、光沼株式会社、新興電気株式会社、株式会社ｾｲｺｰｱﾄﾞﾊﾞﾝｽ、株式会社日光商会、
日本ﾌｧｼﾘﾃｨ・ｿﾘｭｰｼｮﾝ株式会社、株式会社ﾈｯﾄｸﾘｴｲﾄ、ﾎﾟｼﾞｼｮﾝ株式会社、ﾕｰﾃｯｸ株式会社、株式会社ﾗｯｸｽﾄﾝ

敬称略

●田代氏から『節電ﾛﾎﾞによる空調の節電』が提案されました



緑の街づくり部会 第2回花と緑の街づくりによる復興構想会議
「ｸﾞﾘｰﾝ産業ｿﾘｭｰｼｮﾝ&国際復興花博構想」 平成23年6月13日開催 参加者13名

◆概要
復興支援のための異分野連携プロジェクトから発生した分科会として2回目の開催。現在、被災地域の街の復旧計画が進んでいる中、道路や橋、仮設住宅などの計画に「花
や緑」の計画は緊急を要さないために取り残されている。どのような流れ、どのような手法で復興博覧会を開催するかについて議論した。

●弊社廣常から『国際博覧会構想案』が提案されました

参加者
株式会社風憩ｾｺﾛ、株式会社大広、株式会社ﾃﾞｳﾞｭｰｴﾝﾀｰﾌﾟﾗｲｽﾞ、株式会社日本農業新聞、株式会社博報堂、ひたち公園管理ｾﾝﾀｰ、株式会社ﾌｼﾞﾔ、
株式会社ﾏｯｼｭ、株式会社ものがたり創造研究所

敬称略



「街づくり部会」「ｴﾈﾙｷﾞｰ部会」「EV部会」
ｴｺｴﾈﾙｷﾞｰ技術、地域ｴﾈﾙｷﾞｰ事業会社、EV等次世代ﾋﾞｰｸﾙ技術を活用した街づくりによる

復興支援異分野連携会議 平成23年6月24日開催 参加者36名

その他の参加者
CQ出版株式会社、New Media Technology、株式会社風憩ｾｺﾛ、株式会社五知創、株式会社ｷｰﾏﾝｽﾞ・ｷｬﾋﾟﾀﾙ、神鋼ﾘｻｰﾁ株式会社、ｼﾝﾌｫﾆｱﾃｸﾉﾛｼﾞｰ株式会社、株式会社ｾｯﾄｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ、
大日本印刷株式会社、非営利組織日本ｽｶﾗﾍﾞｲﾆｼｱﾃｨﾌﾞ、日本ﾃﾚﾈｯﾄ株式会社、株式会社ﾈｯﾄｸﾘｴｲﾄ、株式会社日立製作所、日立電線株式会社、株式会社不二／不二工機製造株式会社、
富士電機株式会社、ﾍﾞﾀｰﾌﾟﾚｲｽ・ｼﾞｬﾊﾟﾝ株式会社、ﾎﾟｼﾞｼｮﾝ株式会社、明電商事株式会社、ﾒﾃﾞｨｱｻｲﾄ株式会社、株式会社ﾓｰﾀｰﾏｶﾞｼﾞﾝ社

◆概要 「街づくり部会」「エネルギー部会」「交通・乗物部会」の第1回。今回のワークショップでは、スマートグリッド・スマートシティといった理想的に描かれた街の
エネルギーと交通システム、その制御機能やライフスタイルを東日本大震災後のまちづくりのプロトタイプモデルとすべく、その可能性や組合せの拡大性、課題や
規制などについて議論。

その他の提案
●ｼﾞｪｲｱｰﾙ東日本ｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ株式会社『小水力発電による事業』 ●一般社団法人EV安全協会『復興支援におけるＥＶ自動車の可能性 』

●（株）風憩ｾｺﾛから『太陽光発電による地産地消』
が提案されました

●ｼﾞｬﾊﾟﾝ・ﾄｩｴﾝﾃｨﾜﾝ（株）から『自動運転支援ｼｽﾃﾑを
利用した省ｴﾈ』が提案されました

●（株）巴工務店から『仮設住宅を木造でつくり、
自然ｴﾈﾙｷﾞｰを積極的に取り入れる街づくり』が
提案されました

●ｹｲｳｪｻﾞｰｼﾞｬﾊﾟﾝ（株）から『ｿｰﾗｰﾊﾞｯｸﾞや電気自動車
でｴｺﾀｳﾝの創造』が提案されました

敬称略

●弊社廣常から『次世代ﾋﾞｰｸﾙ(EV他)地の拠点を

ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑとした産業創出』が提案されました



「被災地域別支援連携会議」
復興支援異分野連携ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ「被災地域支援連携会議」仙台の被災産業・企業の現状と被災地ﾆｰｽﾞ

平成23年7月4日開催 参加者41名

その他の提案
●（株）FMS綜合研究所 『水産業では復興特区の活用』『漁業の付加価値化（HACCP、六次産業化等）』『被災農家経営再開支援事業開始や農業の付加価値化』

●（財）仙台市産業振興事業団から『合同相談窓口』『企業家ﾏｲﾝﾄﾞｾﾐﾅｰ』
『新商品開発支援及び販路商会』が提案されました

●ｳｨｱｰ・ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ（株）から『医療ﾅﾋﾞ』が提案され
ました

◆概要 復興支援異分野連携プロジェクトにおける被災地サイドの現状報告会議。第一回目は仙台市よりプレゼンテーションをしていただいた。これまで復興支援のための
支援シーズ側として、各企業や大学、研究機関やNPO、業界団体などから各種提言提案、製品やサービス、アイデア等を出していただいてきた。今後、被災地のペア
を組みながらしっかりと支援を行っていくため、被災地側のニーズ、ウォンツを把握するのが今回の目的。

参加者
株式会社DNPﾋｭｰﾏﾝｻｰﾋﾞｽ、株式会社ｵﾙﾀﾅ、鹿島建設株式会社、株式会社角川ﾌﾟﾛﾀﾞｸｼｮﾝ、株式会社ｷﾞﾝｶﾞｼｽﾃﾑｿﾘｭｰｼｮﾝｽﾞ、株式会社ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾌｰﾄﾞ、ｼﾞｪｲｱｰﾙ東日本ｺﾝｻﾙﾀﾝﾂ株式会社、
ｼﾝﾌｫﾆｱﾃｸﾉﾛｼﾞｰ株式会社、株式会社ｽﾏｰﾄﾊﾞﾘｭｰ、筑波都市整備株式会社、株式会社電通国際情報ｻｰﾋﾞｽ、株式会社電通ﾃｯｸ、東日観光株式会社、一般財団法人ﾆｭｰﾒﾃﾞｨｱ、
NEXCO東日本、株式会社ﾈｯﾄｸﾘｴｲﾄ、脳科学香料株式会社、株式会社ﾊﾟｰｽｼﾞｬﾊﾟﾝ、有限会社ﾊﾞｲｵﾌｭｰﾁｬｰ、日立電線株式会社、株式会社風憩ｾｺﾛ、株式会社ﾌﾞｰﾌｰｳｰ、ﾌｪﾘｶﾎﾟｹｯﾄﾏｰｹ
ﾃｨﾝｸﾞ株式会社、三井住友海上火災保険株式会社、株式会社雅、株式会社ﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ、株式会社和島商業都市研究所、株式会社丹青社、知能技術株式会社

敬称略



停電・節電ｿﾘｭｰｼｮﾝ開発研究会 計画停電、15%節電に対応する課題解決策（ｿﾘｭｰｼｮﾝ）ｾﾐﾅｰ

平成23年7月6日開催 参加者7名

聴講者
株式会社三菱総合研究所、株式会社ERIｿﾘｭｰｼｮﾝ、株式会社ｲﾝﾃｯｸ、NTTｲﾝﾃﾘｼﾞｪﾝﾄ企画開発株式会社

◆概要 今夏に予定されている計画停電や15％節電に対して、研究シーズや技術シーズとニーズのマッチングを行い、ソリューションを提案、実行に移すための研究会の第4回
講師：東京大学 生産技術研究所 エネルギー工学連携研究センター 岩船由美子准教授

敬称略

●岩船准教授から『緊急節電の具体策』『HEMSの将来像』が提案されました


